
ふりがな 性別

氏名 男

出身地

現住所

所属先

練習場所

年 月

2022 3 私立　駿台甲府高等学校　卒業

2022 4 法政大学　スポーツ健康学部　スポーツ健康学科　入学

2026 3

年 月

2022 4

2025 1

2025 2

2025 3

年 月

2021 2

2024 3

2024 12

2025 3

■自己ＰＲ（競技で培った能力や経験を通じて企業に貢献できる内容など）

【採用検討企業への情報】
就職希望条件

②勤務地

③勤務日数・時間帯

就職支援希望アスリート「エントリーシート」

きくちはら　こやた 生年月日・年齢

競技名／種別・種目 スキー／スノーボード・ハーフパイプ 21 歳

菊地原　小弥汰 2004年3月30日

【選手プロフィール】
■学歴・職歴

学歴・職歴

法政大学　スポーツ健康学部　スポーツ健康学科　卒業見込み

■免許・資格

World rookie tour finals halfpipe（オーストリア・ザルツブルグ） 準優勝

山梨県甲府市

ネクストアムゼスノーボードクラブ

カムイ御坂スキー場（山梨県）/高鷲スノーパーク（岐阜県）/スイス/アメリカ

普通自動車第一種運転免許 

■国際大会の主な戦績

大会名 戦　績

4位入賞

FIS World Cup TOYOTA U.S. GRAND PRIX 2025（アメリカ・Aspen） 15位

第9回アジア冬季競技大会（2025／ハルビン） 準優勝

European open Opel Snow board Tour 2025（スイス・ラークス） 3位

オフシーズン（5月〜9月）は週2～3日程度の時短勤務を希望いたします。オンシーズン（10月〜4月）は海
外遠征や大会出場を優先させていただきたくご配慮いただけますと幸いです。

東京都八王子市

私の強みは、柔軟な思考力と誠実な対応力、そして限られた時間の中で計画を立て、成果につなげる実行力です。これらは、ス

ノーボード競技と学業を両立する中で培いました。小学5年生から競技を始め、中学2年でプロ資格を取得、高校2年にはU19日

本代表に選出されました。大学在学中に大怪我を負い代表を離脱しましたが、復帰を目指して課題に真摯に向き合い、翌年に

は克服に成功しました。その過程では、1週間単位で目標を設定し、実践と振り返りを徹底してきました。例えば新技の習得で

は、動画分析やフィードバックを活用し、短期間で成果を出す取り組みを行いました。また、競技部のない高校や大学での学業と

の両立には、計画性と教員との丁寧なコミュニケーションが不可欠でした。遠征と授業が重なる際は、スケジュールや状況を事

前に説明し、代替対応を相談することで、双方が納得できる形で調整してきました。さらに、合宿や遠征では他の選手たちと目標

を共有し、意見を尊重しながら行動してきました。時には練習方針に対する意見交換を通じて、チームとしての方向性を探ってき

た経験は、企画や人事など人と関わる職種にも活かせると考えています。現在、次世代の指導者としての声もいただいています

が、まずは企業で価値を生み出すことを第一に考えています。また、遠征時の資料作成や分析を通じてExcel・PowerPoint等も

活用しており、情報整理や伝達力を業務にも活かし、チームで成果を出せる人材を目指します。これまで培った計画性や柔軟

性、誠実な姿勢を活かして企業の目標達成に向けて主体的に取り組み、周囲と協働しながら成果を創出していきます。

①職種・仕事内容 企画職や人事関係に興味がありますが、どんな職種にも真摯に取り組ませていただきます。

関東

カムイみさかオープン2024（山梨県） 優勝

第29回北海道スキー選手権大会（北海道） 3位

■国内大会の主な戦績
大会名 戦　績

Freestyle Session HP X-JAM高井富士(長野県) 優勝

第30回FIS全日本選手権（北海道）


